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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成29年11月9日(2017.11.9)

【公開番号】特開2017-124339(P2017-124339A)
【公開日】平成29年7月20日(2017.7.20)
【年通号数】公開・登録公報2017-027
【出願番号】特願2017-88981(P2017-88981)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２０　

【手続補正書】
【提出日】平成29年9月29日(2017.9.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　判別条件の成立に基づいて判別を実行する判別手段と、
　その判別手段による判別結果を示すための識別情報を表示可能な表示手段と、
　その表示手段に表示される前記識別情報を、所定の設定期間で設定された動的表示態様
で動的表示させた後に、前記判別結果を示す結果表示態様で停止表示させることが可能な
表示制御手段と、を有した遊技機において、
　前記識別情報の動的表示を開始させる場合に、前記識別情報を前記動的表示態様で動的
表示させるための設定データを設定する設定手段と、
　前記設定期間が経過したことに基づいて前記表示制御手段に前記識別情報を前記結果表
示態様で表示させることを指示する指示手段と、を有し、
　前記表示制御手段は、前記指示手段の指示に基づいて、前記結果表示態様で前記識別情
報を表示するものであり、
　前記動的表示態様は、仮停止していることを示す所定周期の周期動的表示態様で繰り返
される第１仮停止表示態様で前記識別情報が表示された後に、前記結果表示態様に切り替
えるために前記識別情報を所定の位置で前記設定期間が経過するまで停止表示させる第２
仮停止表示態様を少なくとも備え、
　前記表示制御手段は、前記設定期間を経過した後に、前記指示手段による指示が無い場
合には、前記識別情報を前記第１仮停止表示態様で表示するものであり、
　前記設定手段が設定する前記設定データには、前記設定期間が経過した後に実行される
前記第１仮停止表示態様を実行するための設定データも含まれているものであり、
　前記設定期間を経過した後に実行される前記第１仮停止表示態様に対応する前記設定デ
ータは、前記第２仮停止表示態様で表示されていた表示態様より表示されるように設定さ
れているものであることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記表示手段は、液晶ディスプレイで構成されているものであることを特徴とする請求
項１記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　従来より、左、中、右の特別図柄を変動表示させて、遊技の当否判定結果を報知する遊
技機等において、特別図柄を変動表示した後に、確定停止するまでの間、仮停止させて、
それぞれの図柄を揺れ変動させて、変動終了直前まで、さらに変動表示が継続するかのよ
うな期待感を遊技者に抱かせて遊技への期待感を持続させるように構成した遊技機等が提
案されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　この種のパチンコ機において、揺れ変動させて表示させることにより、変動終了時の停
止態様にばらつきが発生してしまい、変動停止時に遊技者に違和感を感じさせる不具合が
あった。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は、上記例示した問題点等を解決するためになされたものであり、遊技者に遊技
における違和感を与えることを軽減する遊技機を提供すること。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　この目的を達成するために請求項１記載の遊技機は、判別条件の成立に基づいて判別を
実行する判別手段と、その判別手段による判別結果を示すための識別情報を表示可能な表
示手段と、その表示手段に表示される前記識別情報を、所定の設定期間で設定された動的
表示態様で動的表示させた後に、前記判別結果を示す結果表示態様で停止表示させること
が可能な表示制御手段と、を有し、前記識別情報の動的表示を開始させる場合に、前記識
別情報を前記動的表示態様で動的表示させるための設定データを設定する設定手段と、前
記設定期間が経過したことに基づいて前記表示制御手段に前記識別情報を前記結果表示態
様で表示させることを指示する指示手段と、を有し、前記表示制御手段は、前記指示手段
の指示に基づいて、前記結果表示態様で前記識別情報を表示するものであり、前記動的表
示態様は、仮停止していることを示す所定周期の周期動的表示態様で繰り返される第１仮
停止表示態様で前記識別情報が表示された後に、前記結果表示態様に切り替えるために前
記識別情報を所定の位置で前記設定期間が経過するまで停止表示させる第２仮停止表示態
様を少なくとも備え、前記表示制御手段は、前記設定期間を経過した後に、前記指示手段
による指示が無い場合には、前記識別情報を前記第１仮停止表示態様で表示するものであ
り、前記設定手段が設定する前記設定データには、前記設定期間が経過した後に実行され
る前記第１仮停止表示態様を実行するための設定データも含まれているものであり、前記
設定期間を経過した後に実行される前記第１仮停止表示態様に対応する前記設定データは
、前記第２仮停止表示態様で表示されていた表示態様より表示されるように設定されてい
るものである。
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【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　請求項２記載の遊技機は、請求項１に記載の遊技機において、前記表示手段は、液晶デ
ィスプレイで構成されているものである。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　請求項１記載の遊技機によれば、判別条件の成立に基づいて判別を実行する判別手段と
、その判別手段による判別結果を示すための識別情報を表示可能な表示手段と、その表示
手段に表示される前記識別情報を、所定の設定期間で設定された動的表示態様で動的表示
させた後に、前記判別結果を示す結果表示態様で停止表示させることが可能な表示制御手
段と、を有し、前記識別情報の動的表示を開始させる場合に、前記識別情報を前記動的表
示態様で動的表示させるための設定データを設定する設定手段と、前記設定期間が経過し
たことに基づいて前記表示制御手段に前記識別情報を前記結果表示態様で表示させること
を指示する指示手段と、を有し、前記表示制御手段は、前記指示手段の指示に基づいて、
前記結果表示態様で前記識別情報を表示するものであり、前記動的表示態様は、仮停止し
ていることを示す所定周期の周期動的表示態様で繰り返される第１仮停止表示態様で前記
識別情報が表示された後に、前記結果表示態様に切り替えるために前記識別情報を所定の
位置で前記設定期間が経過するまで停止表示させる第２仮停止表示態様を少なくとも備え
、前記表示制御手段は、前記設定期間を経過した後に、前記指示手段による指示が無い場
合には、前記識別情報を前記第１仮停止表示態様で表示するものであり、前記設定手段が
設定する前記設定データには、前記設定期間が経過した後に実行される前記第１仮停止表
示態様を実行するための設定データも含まれているものであり、前記設定期間を経過した
後に実行される前記第１仮停止表示態様に対応する前記設定データは、前記第２仮停止表
示態様で表示されていた表示態様より表示されるように設定されているものである。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　請求項２記載の遊技機によれば、請求項１記載の遊技機の奏する効果に加え、次の効果
を奏する。即ち、前記表示手段は、液晶ディスプレイで構成されているものである。よっ
て、多様な表示態様を表示できるという効果がある。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０８３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０８３４】
１０　　　　　　　　　パチンコ機（遊技機）
８１　　　　　　　　　第３図柄表示装置（表示手段）
１１３　　　　　　　　音声ランプ制御手段（表示制御手段の一部）
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１１４　　　　　　　　表示制御装置（表示制御手段の一部）
２０１　　　　　　　　ＭＰＵ（判別手段）
Ｓ２０９　　　　　　　（指示手段）
Ｓ２３０１　　　　　　（設定手段）
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